










花 粉 症 と は 何 か
一そ の対策 と予防 一















































の影響は少な くないことを非花粉症患者は理解 してお く
必要があろう。





































1.室 内塵(ハ ウスダス ト,HD):ダ ニ,他
2.花 粉類:ス ギ,ヒ ノキ,カ モガヤ,ナ ガ バクサ
ギ ョウギ バシ,ヨ モギ,ブ タクサ(RW)
コナ ラ,ヤ シャブシ,他
3.真 菌類:カ ンジダ,ア ルテルナ リア,ア スペル
ギ ルス,他
4.食 物類:小 麦,牛 乳,卵 白,大 豆,米,ソ バ,他
5.昆 虫類:ユ ス リカ,ト ビケ ラ,ガ,ゴ キブ リ,他
6.動 物の表皮類:ネ コ,イ ヌ,モ ルモット,マ ウス,他

























① スギ科:ス ギ 
② ヒノキ科:ヒ ノキ,サ ワラ 
③ カバ ノキ科:ハ ンノキ,シ ラカンバ 
④ ブナ科:コ ナ ラ,ク ヌギ,カ シ 
⑤ キ ョウチク トウ科:キ ョウチク トウ
草(初 夏～夏) 
①	 イネ科:ス ズメノテッポウ,カ モガヤ,オ オアワガ
エリ,ナ ガバグサ,ホ ソムギ 
② ガマ科:ヒ メガマ,コ ガマ
雑 草(夏 ～晩秋) 
①	 キク科:ブ タクサ,ク ワモ ドキ,ヨ モギ,セ イタカ
アワダチソウ 

































































は存在しないことから、スギの飛散する2月 か ら5月 に


















































n 良非 常 に 良くなった 不変 悪化 不明 「良 くなった」以上の
くな っ た 有効率 
A14 10 2 O 78.6% 
Bis 9 1 z 71.4% 
C6 z z O 50.0%
A:指 示通 りに使用したB:ほ ぼ指示通りに使用したC:指 示通りに使用しなかった
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大阪大学看護学 雑誌Vol.5No1(1999)
は 「非常 に良くなった」、 「良くなった」 という有効な症

例は78.6%に のぼ り、ほぼ指示通 りに使用 した群でも




















































































VIIお わ り に
花粉 症の予防、対 策に当たって大切 な ことは、正確な
診断の後 、悪化 因子 な どを自ら理解 し、抗 原の回避、除
去 を基 本 にス トレス、疲労な どをできるだけ少な くする
な ど、規則正 しい日常生活を行 ってい くことがセル フケ
ア として も最 も重要な ことであろ う。
なお、今回は薬物療法な ど他の治療法 については省略
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